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第１章 目的と位置付け 
  



２ 

１-１ 背景と目的 

１-１-１ 上越市の概要 

上越市は、新潟県西部に位置し、北は日本

海、南は長野県に隣接しています。市域総面

積は973k㎡と、北陸4県の市町村では、第3位

の規模となっています。古くから交通の要衝

として栄え、現在でも、北陸新幹線をはじめ

複数の主要鉄道、北陸自動車道、上信越自動

車道といった広域高速道路網を有し、北陸地

方、甲信地方、関東東海地方に至る北陸地方

屈指の輸送拠点となっています。市の中央部

には関川・保倉川が流れ、その流域に広がる

高田平野に、市街地と豊かな稲作地帯を中心

とする田園地帯が形成されています。気候は、

冬季に降水が多く快晴日数が少ない典型的

な日本海型で、海岸部を除いた地域は全国有

数の豪雪地帯です。 

 

１-１-２ 背景 

平成17年（2005年）には、14の市町村*1の合併により21万都市となり、平成19年（2007年）には

特例市へ移行しました。しかし市の人口は、昭和60年（1985年）をピークに減少傾向にあり、今

後も人口減少と少子高齢化の進展が予測されています。また、市町村合併や産業立地に伴う環境

の変化や、厳しい財政状況に直面するなど、まちづくりを進める上で踏まえるべき様々な変化が

起こり、市民の価値観や居住ニーズも多様化しており、社会情勢の変化に対応した長期的に目指

すまちの姿を示すための計画として上越市都市計画マスタープランを平成27年（2015年）に策定

しました。この計画では、これまでの「量的拡大」から「質的向上」への転換を図り、快適で充

実した都市空間を形成し、各拠点が相互に連携した持続可能な都市構造を目指しているところで

す。 

 

１-１-３ 目的 

そのような中、平成26年（2014年）の都市再生特別措置法の改正により、市町村が策定するこ

とが可能となった立地適正化計画は、コンパクトなまちづくりと地域交通の再編との連携により、

「コンパクトシティ・プラス・ネットワーク」のまちづくりを進めるものです。都市全体の観点

から、居住機能や医療、福祉、商業等の都市機能を誘導するための施策、公共交通の充実に関す

                                                      
*1 合併前上越市、安塚町、浦川原村、大島村、牧村、柿崎町、大潟町、頸城村、吉川町、中郷村、板倉町、

清里村、三和村、名立町 
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る施設等について記載する計画です。本市においては「上越市都市計画マスタープラン」の高度

化版と位置づけ、都市づくりの実現を目指すことを目的として、本計画を策定します。 

 

１-１-４ 立地適正化計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省 
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１-２ 位置付け 

本計画は、平成26年策定の上越市第6次総合計画と土地利用や道路・公園をはじめとする都市施

設など都市づくりの基本方針を定めた平成27年策定の上越市都市計画マスタープランを上位計画

とし、多極ネットワーク型コンパクトシティの形成による日常生活に関わる都市機能の集約とと

もに、地域の個性を活かした拠点の形成に向けた具体的な区域設定や施策を立案するための計画

として位置づけます。 

また、居住や生活サービス機能などのまさに人々の生活に密着したまちづくりを実現するため、

従来より都市計画と強い関連があった交通・農業・防災・産業・環境などの分野はもとより、こ

れまでの都市計画ではあまり意識されてこなかった医療・福祉・健康・子育て・教育・交流・コ

ミュニティなどの幅広い分野の政策とも連携し、整合性を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-３ 本計画で定めるもの 

本計画に定める事項は、以下のとおりです。 

 立地適正化計画の区域 

 居住誘導区域及び居住誘導施策 

 都市機能誘導区域、誘導施設及び都市機能誘導施策 

この他に、市が独自の取組として誘導重点区域を定めます。 
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１-４ 計画の前提 

１-４-１ 将来都市像（上越市第６次総合計画） 

上位計画である上越市第6次総合計画（平成26年（2014年）12月）には将来都市像として「すこ

やかなまち～人と地域が輝く上越～」を掲げており、各分野の目指すべき都市像が示されていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



６ 

１-４-２ 将来都市構造（上越市都市計画マスタープラン） 

もうひとつの上位計画である上越市都市計画マスタープラン（平成27年（2015年）8月）では、

第6次総合計画の将来都市像を踏襲したうえで、将来都市像を実現するための都市構造を以下のと

おりとしています。立地適正化計画では上越市都市計画マスタープランの将来都市像実現のため

の都市構造を踏襲します。 
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多様な都市機能や優良な農地、豊

かな自然を有する地域それぞれの特

性をいかし、育むまちを形成するため、

市域を「市街地」「田園地域」「中山間

地域」に分け、「めりはりのある土地利

用」を目指します。 

めりはりのある 

土地利用 
面 

商業、医療、福祉、教育、文化など

の都市・生活サービスが受けられる暮

らしやすいまちを形成するため、各地

区の拠点機能に応じて「都市拠点」

「地域拠点」「生活拠点」「ゲートウェイ」

の４つに分け、「暮らしを支える拠点」の

構築を目指します。 

暮らしを支える拠点の 

構築 
点 

拠点と市外、拠点と拠点、拠点と地

区内の集落のそれぞれの間の移動が

便利で安全にできるよう、交通ネットワ

ークを「広域ネットワーク」「拠点間ネット

ワーク」「地区内ネットワーク」に分け、

「人や物の移動を支える交通ネットワー

ク」の構築を目指します。 

人や物の移動を支える 

交通ネットワーク 
線 

上越市都市計画マスタープランでは、上越市の都市構造を「面（めりはりのある土地利用）」、

「点（暮らしを支える拠点の構築）」、「線（人や物の移動を支える交通ネットワーク）」の3つ

の要素から構成するものとしており、立地適正化計画においてもこの考え方を引き継ぐものとし

ます。 
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【地域公共交通の将来像】 快適な暮らしを支える持続可能な地域公共交通 

【方針１】 市民の日常の生活を支えます （生活交通の維持・確保） 

【方針２】 市内外の交流促進を図ります （二次交通の整備） 

【目標１】 市内外からの移動ニーズに対応し、利用される地域公共交通を目指します 

（利便性の維持・向上） 

【目標２】 地域公共交通の安全・安心で快適な運行の向上を図るとともに、分かりやすい情報

提供を行います （利用促進） 

【目標３】 地域の実情にあった地域公共交通を採用、再編成を促進し、地域公共交通を維

持・確保します （生活交通の維持・確保） 

１-４-３ 公共交通に関する計画 

① 地域公共交通網形成計画（上越市総合公共交通計画）（平成27年（2015年）3月） 

地域公共交通網形成計画（上越市総合公共交通計画）では、地域公共交通の将来像を「快適な

暮らしを支える持続可能な地域公共交通」と設定し、二つの基本的な方針と三つの目標を定め、

公共交通の再編を進めるものとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－上越市総合公共交通計画による公共交通再編の考え方 
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再編案
（※再編する路線のみ記載）

新井バスターミナル

板倉コミュニティプラザ

春日山駅

上越総合病院

商業施設

高田駅

49 青田

斐太

上越妙高駅

20

26

柿崎BT
免許ｾﾝﾀｰ

上下浜駅

くびき駅

吉川区総合事務所

清里区総合事務所

41
商業施設

赤池

宇津の俣

牧区総合事務所

31

名立駅

うみてらす名立

スクール混乗（市営）

末広小
下保倉小

中保倉小

うらがわら駅

3

１

鵜の浜

大島コミュニティプラザ

61

海洋ｾﾝﾀｰ

拠点間輸送系統

地域内輸送系統（定時運行）

地域内輸送系統（ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ運行）

中央病院

直江津港

10

福橋東

47

74

76

75

77

86

23

83

82

48

二本木駅

医療センター病院

新井駅

長峰

直江津駅

黒井駅

深山荘

【方針１（基本的方針）】 「拠点間をつなぐ」、「地域内の移動を支える」といった役割を明確にすると 

ともに、各施設の配置と連携する。 

【方針２】 高等学校等、基幹病院、商業施設への移動需要に対応する。 

【方針３】 運行効率を高める。 

【方針４】 路線バス等を、わかりやすく、利用しやすくする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再編案
（※再編する路線のみ記載）

新井バスターミナル

板倉コミュニティプラザ

春日山駅

上越総合病院

商業施設

高田駅

49 青田

斐太

上越妙高駅

20

26

柿崎BT
免許ｾﾝﾀｰ

上下浜駅

くびき駅

吉川区総合事務所

清里区総合事務所

41
商業施設

赤池

宇津の俣

牧区総合事務所

31

名立駅

うみてらす名立

スクール混乗（市営）

末広小
下保倉小

中保倉小

うらがわら駅

3

１

鵜の浜

大島コミュニティプラザ

61

海洋ｾﾝﾀｰ

拠点間輸送系統

地域内輸送系統（定時運行）

地域内輸送系統（ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ運行）

中央病院

直江津港

10

福橋東

47

74

76

75

77

86

23

83

82

48

二本木駅

医療センター病院

新井駅

長峰

直江津駅

黒井駅

深山荘

② 上越市バス交通ネットワーク再編計画（平成28年（2016年）3月） 

上越市バス交通ネットワーク再編計画は、「上越市総合公共交通計画」に設定した目標を達成

するため、公共交通に係る関係者が連携し、利用者のニーズを踏まえつつ、路線の収支改善を図

るため、路線バス（高速バスを除く）、乗合タクシー、自家用有償旅客運送を対象事業として、

以下の4つの方針に基づき、再編計画を定めています。また、本計画については、その具体的内容

を定めた上越市地域公共交通再編実施計画を策定し、国土交通大臣から認定を受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 公共交通に関する計画と立地適正化計画との関係 

立地適正化計画と公共交通に関する計画（上越市総合公共交通計画及び上越市バス交通ネット

ワーク再編計画）は、多極ネットワーク型コンパクトシティを形成するための両輪の制度とされ

ています。そのため公共交通に関する計画と立地適正化計画は互いに連携するものとして、必要

に応じて互いの計画の整合を図るものとします。 

  



１０ 

市街化区域

市街化調整区域

上越都市
計画区域

柿崎都市
計画区域

妙高都市
計画区域

策定対象区域

１-５ 立地適正化計画の区域 

１-５-１ 計画の対象区域 

本計画において対象とする区域は、上越市に存在する3つの都市計画区域のうち、上越都市計画

区域を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-５-２ 目標年次 

本計画の目標年次は、上越市都市計画マスタープランの目標年次が概ね20年後であることから、

本計画もこれに合わせ平成46年（2034年）とします。また、概ね5年ごとに評価を行い、必要に応

じて立地適正化計画や関連する都市計画の見直し等を行うこととします。 

 

上越市立地適正化計画の目標年次 ： 平成４６年（２０３４年） 

（見直しサイクル：概ね５年） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 市街地の変遷 
  



１２ 

２-１ 市街地の変遷 

立地適正化計画の基本方針を定めるにあたって、上越市の市街地の変遷やこれまでのまちづく

りを整理しました。 

○1970年代 未線引き都市計画区域 

・直江津市と高田市が合併（1971年） 

・旧直江津市、旧高田市を拠点とし、その中間である春日山地区に市役所等が建てられ、３

つ目の拠点が誕生（1976年） 

・当時の市街地面積は約23㎞2で、現在の面積の約半分程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○1980年代 線引き都市計画区域（当初） 

・北陸自動車道の開通や新興住宅地の開発など、経済成長に伴い市街地が徐々に拡大 

・まちなかから大型商業施設が移転するなど、郊外移転の兆候が見受けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１３ 

○1990年代 線引き都市計画区域（第１回見直し）  

・上越インターチェンジを活かした土地区画整理事業を展開し、新たな拠点が誕生 

・この頃、商業施設や大学、病院などの郊外移転や人口密度の低下が始まる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○2000年代 線引き都市計画区域（第２回見直し）  

・バブル崩壊後 

・大規模小売店舗立地法の施行や経済低迷も相まって、郊外移転や人口密度の低下が加速 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１４ 

○2009年～現在 線引き都市計画（第３回見直し） 

・人口減少、少子高齢化社会に突入 

・北陸新幹線新駅の上越妙高駅が新たな拠点として加わり、５拠点となる 

・市街地面積は、直江津・高田の合併時に比べ約倍に拡大（23.16㎞2→44.34㎞2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上越市では、これまで人口増加や経済成長を背景に市街地の拡大を図り、上越インターチェン

ジ周辺や上越妙高駅周辺などの新たな拠点が加わり、まちの姿が大きく変化してきました。 


